
サイエンスカフェ２０２６
合格完熟祈願イチゴ

目的

食育や科学実験を通して、福島県の小中高生に、生産から食卓に
並ぶまでの過程を知ってもらい、科学の楽しさに触れてもらう。
将来、福島大学に行きたい！と思ってもらう。

活動内容
大学生が各所に行って食育活
動や科学実験を行う。

R7年度4月
販売会

R6年度活動成果
23回/年

実験内容
・つかめる水の実験（イオン結合）
・やじろべえ（支点・重心）
・万華鏡（光の偏光）
・消える絵（光の屈折）

今年度の活動
酪農に着目し、アグリ難波やバウムラボ樹楽里、復興牧場と
連携して、逆境を超えて甘くなるイチゴ通称「合格完熟イチ
ゴ」の創出を目指し、米粉バウムクーヘンを作成することで、
科学によるおいしさの発信をしていきたいと考える。これを

ブランド化することで加工品展開を含めた地域の新たな価値創出
につなげる。

農業・
酪農体験

米粉バウムクーヘン

×

科学による美味しさの発信

1.0 

2.4 

4.2 

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

1 2 3

Optical 
image

R
el

at
iv

e 
in

te
n

si
ty

 (
ar

b
. 

u
n

it
)

1.0

C02 400ppm C02 1,000ppm0%

100

糖は少ない 先端が甘い 全体が甘い

未熟果
（コントロール）

イチゴのスクロース（甘味）のイメージング質量分析像

未熟果
（コントロール）
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2.4倍

4.2倍

イチゴが栽培法を変えるとどんどん甘くなる！
CO2濃度を上げると4倍以上甘くなる！
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